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使い方
本資料は上記の通り、「はじめに」「ロードマップ」「カリキュラム」「シラバス」「サーティフィケート」「研修会場マニュアル」の6章構成となっています。

「はじめに」では、本研修の具体的な到達目標を説明しています。受講者に共有して下さい。
「ロードマップ」では、“事前課題”“対面研修”“最終課題”の一連の内容を説明しています。受講者に共有して下さい。

「カリキュラム」では、“研修タイトル”“研修概要”“研修形態”“履修時間”“配布する教材・教具”“受講ターゲット”“受講最低条件” “受講のために受講者が準備する教具等”“本研修での到達目標”“評価方法”“研修スケジュール”“事前課題のeラーニング教材”“参考資料としてのeラーニング教材”について詳細に説明しています。受講者に共有して下さい。

「シラバス」では、前後半7時間の研修内容を詳細に説明しています。受講者に共有して下さい。
「サーティフィケート」は、“受講証書”です。研修運営者で管理・活用して下さい。
最後に、「研修会場マニュアル」は、研修運営者が会場設営する上で、必要な機材・環境等の説明をしています。
第1章 はじめに
　教育の効果、効率、魅力をあげるために、ICT（特に動画教材）を開発し、授業において活用できるようになることを目指したICT活用研修の教員として、研修運営を行うための基礎知識とスキルを紹介する。主に、グループによる演習を通し、インストラクショナルデザインのツールを授業や動画教材の改善に活用する方法を議論し検討する。また、教員として活躍するために、本講座修了後の継続的な学習について計画を立てることとする。
第2章 ロードマップ
	
	内容
	備考

	事前課題
	eラーニング教材「動画教材の好例（パンのサーブの仕方）」「動画教材の好例（犬毛のトリミング方法）」を視聴した上で、次の①～④に取り組む
1 「01_02の動画教材＆指導案へのフィードバック例」を参考に、事前課題①事例1,2のフィードバックコメントを記入する
動画教材については、動画教材チェックリストを活用する
2 「ICT活用研修資料一式」を確認して、受講者・教員の一連の動きを「受講者、教員の動きワークシート」にまとめる
3 受講者自身のGmailアカウントを作成する（既に持っている方は作成不要）
4 当日利用予定のスマートフォンにYouTubeアプリをダウンロードする
5 Googleスプレッドシートの使い方を理解する
詳細は、インターネットで検索する
①②は、研修当日にプリントアウトしたものを研修当日に必ず持参すること
	事前課題①②
研修講師に1週間前までに提出

	対面研修
	1 事前課題②：ICT活用研修における教員並びに受講者の正しい動きを確認する
2 事前課題①：事例1,2の「指導案シート、動画教材」へのフィードバック精度をアップする
3 「ICT活用教育で良くでる質問項目」（主に授業、教育に関する質問項目、主に動画やICTに関する質問項目）への回答精度をアップする
4 行動変容促進のためのフィードバック精度をアップする

5 アンケートの回答
6 自己評価シート、アクションプランの作成（※時間内に終了しない場合は最終課題とする）
	⑥自己評価シート、アクションプランシート、⑤アンケートを研修終了後に提出
※⑥は後日、受講者にデータで返却する
修了者に受講証書を授与

	最終課題
	1 自己評価シート
2 アクションプランシート
	①②を研修1週間後までに提出する
最終課題に対する、講師からのフィードバックは最終課題提出後1ヵ月以内に行う


第3章 カリキュラム
	研修タイトル

	「ICT活用研修」担当教員育成研修

	研修概要

	教育の効果、効率、魅力をあげるために、ICT（特に動画教材）を開発し、授業において活用できるようになることを目指したICT活用研修の教員として、研修運営を行うための基礎知識とスキルを学ぶ。主に、グループによる演習を通し、インストラクショナルデザインのツールを授業や動画教材の改善に活用する方法を議論し検討する。また、教員として活躍するために、本講座修了後の継続的な学習について計画を立てる。

	研修形態

	ハイブリッドラーニング（事前学習、対面研修、最終課題）

	履修時間

	1 事前学習（eラーニング教材2本約13分、「受講者、教員の動きワークシート」への記入、「事例1,2」へのフィードバックコメントの記入）
2 対面研修（7時間）
3 最終課題（自己評価シート、アクションプランシート、約1時間）

	配布する教材・教具

	1 「ICT活用研修」資料一式
2 「ICT活用研修」担当教員育成研修テキスト
3 事前学習で視聴を課している2つの動画に紐づく「01_02の動画教材＆指導案へのフィードバック例」
4 改善提案練習用資料（事前課題①事例1,2と動画教材チェックリスト）
5 行動変容促進コメント練習用資料
6 シラバス
7 受講者、教員の動きワークシート
8 ルーブリック
9 事前課題①事例1のGoogleスプレッドシート（以下からダウンロード）
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1MumyQmSYIHqbO0CEsi4vYW9hZ9e4G4tPr2vHQ38VzNU/edit?usp=sharing 
10 事前課題①事例2のGoogleスプレッドシート（以下からダウンロード）
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1HZiwAj1tvyqQpPLJw8pw3BZGJ9c1fny7SmEXAbSbIes/edit?usp=sharing 
11 ICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する質問項目、主に主に動画やICTに関する質問項目）のGoogleスプレッドシート（以下からダウンロード）※PowerPoint版も有
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1rmyWyeWwHCS1EWfp-ImhvROe34yYvq8gm3dkr9LVsLk/edit?usp=sharing 

12 行動変容促進のGoogleスプレッドシート（以下からダウンロード）
https://docs.google.com/spreadsheets/d/14j7vwnCsoaxot6XNL1KrDx26MwnRb29ZDHlwbIyfH0c/edit?usp=sharing 
13 アクションプランシート
14 アンケート
15 自己評価シート

16 名札（人数分）
17 模造紙（A3サイズ、グループに2枚以上）
18 ポストイット（各グループに50枚ずつ）
19 鈴木克明(監修)『インストラクショナルデザインの道具箱』北大路書房 ※受講者2名に一冊の割合で用意
20 熊本大学「インストラクショナルデザインポータル」（ http://idportal.gsis.kumamoto-u.ac.jp/ ）

	受講ターゲット

	比較的ICTリテラシーが高く、インストラクショナルデザインの基礎知識を有し、動画教材を活用した授業を実施している教員

	受講最低条件（スキル・素養）

	1 全国専門学校教育研究会主催「職業実践専門課程等を通じた専修学校の質保証・向上の推進：ICT活用研修」の受講経験を有する
2 パソコンやスマートフォンで文字の入力など簡単な作業ができる
※全国専門学校教育研究会主催「インストラクショナルデザイン研修」または、同等のインストラクショナルデザインに関する研修経験を有することが望ましい

	受講のために受講者が準備する教具等

	（事前学習時）
1 インターネットに接続できる端末（PC、タブレット、スマートフォン）
2 Office（Word、Excel、PowerPoint）が入ったPC

3 Gmailアカウントの取得※未取得者のみ
4 YouTubeアプリのスマートフォンへのダウンロード　※未実施者のみ
（当日の持参物）
1 スマートフォン・タブレット及びその充電器
Androidスマートフォン・タブレット（2016年以降のメジャー機種）、または、iPhone・iPad（iPhone6 iPad4以上）※中国製タブレット等は動作保証の対象外
2 筆記用具（ペン・ノート）
3 ノートPC
4 インターネット環境（Wifi）
（最終課題時）
1 インターネットに接続できる端末（PC、タブレット、スマートフォン）
2 Office（Word、Excel、PowerPoint）が入ったPC

	本研修での到達目標

	1 ICT活用研修資料一式を活用し、研修を実施することができる
2 ICT活用研修で受講者により作成された指導案シートおよび動画教材の改善提案を行うことができる
3 ICT活用研修で出る主な質問に関して、インストラクショナルデザインおよび動画教材制作の観点からどのような工夫が可能か自分の考えを述べることができる

	評価方法

	最終課題の提出を以て評価する


	研修スケジュール（前半　4時間）　※例として、13:30-17:30

	時間配分
	内容
	ポイント

	13:30-13:40
	・自己紹介
・研修説明
	・自己紹介で本研修に期待することを共有する
・研修の内容、流れ、目標を紹介する

	13:40-14:30
	・ICT活用研修の概要と実施方法

・教員の役割と本研修での目標
	・ICT活用研修資料一式について説明する

・事前課題②を確認する

・教員の職責と役割を紹介する

	14:30-15:35
	・ICT活用研修のマイクロティーチング
	・実際に研修の数カ所を演習する


	15:35-16:35
	・事前課題①事例1についてのグループディスカッション

(指導案シート、動画教材に関するフィードバックの検討)
	・事前課題①事例1の指導案シートNo.1&No.2へのコメント、動画教材チェックリストのコメントについて共有し、どのような視点でコメントを付けているかお互いに観点などを議論する

	16:35-17:25
	・「ICT活用教育で良くでる質問項目」（主に授業、教育に関する）についてのグループディスカッション

（質問項目自体の確認、質問・課題への施策としてIDツールの何が使えるか検討）
	・「ICT活用教育で良くでる質問項目」で取り上げた質問と回答案を共有する

・他に聞かれそうな質問を抽出する

・グループで解決したい課題・質問を3つ選択し、活用できそうなIDツールを模索する


	17:25-17:30
	・初日の振り返り
	・初日に良く使われたIDツール、理論、モデルについて簡潔に説明する

・2日目の流れを確認する


	研修スケジュール（後半　3時間）　※例として、9:30-12:30

	時間配分
	内容
	ポイント

	9:30-10:30
	・事前課題①事例2についてのグループディスカッション

(指導案シート、動画教材に関するフィードバックの検討)
	・事前課題①事例2の指導案シートNo.1&No.2へのコメント、動画教材チェックリストのコメントについて共有し、どのような視点でコメントを付けているかお互いに観点などを議論する

	10:30-11:30
	・「ICT活用教育で良くでる質問項目」(主に動画やICTに関する)についてのグループディスカッション

（質問項目自体の確認、質問・課題への施策としてIDツール、動画教材作成ポイントの何が使えるか検討）
	・「ICT活用教育で良くでる質問項目」で取り上げた質問と回答案を共有する

・他に聞かれそうな質問を抽出する

・グループで解決したい課題・質問を3つ選択し、活用できそうなIDツール、または、動画教材作成ポイントなどを模索する

	11:30-12:05
	・行動変容促進コメント練習用資料のコメント付けについてのグループディスカッション
	・アクションプランシート、振り返りシートへのコメントを共有し、フィードバックの観点などを検討する

	12:05-12:30
	・内省、アクションプランの作成
・受講証書授与
	・本研修の振り返りをしながら、最終課題提出までのアクションプランを作成する
・自己評価シートを記載する

・事後アンケートを記載する


	
	事前課題のeラーニング教材
	総時間12.5分

	1
	動画教材の好例（パンのサーブの仕方）※関連する指導案シート有
	8分

	2
	動画教材の好例（犬毛のトリミング方法）※関連する指導案シート有
	4.5分


	
	参考資料としてのeラーニング教材（ICT活用）　※視聴は任意
	総時間168分

	1
	研修の概要
	9分

	2
	教育におけるICT活用（小学校から大学まで）
	11.5分

	3
	ID入門（概要）
	14.5分

	4
	ID入門（9教授事象と指導案シートNo.1&No.2の書き方）
	14分

	6
	デジタルハリウッド大学大学院の「教員が教えない授業」
	15.5分

	7
	専門学校ICT活用事例にみる必要性と効果（概要）
	7.5分

	8
	専門学校ICT活用事例にみる必要性と効果（学習効果）
	15.5分

	9
	専門学校ICT活用事例にみる必要性と効果（教務の効率化と質向上）
	18.5分

	10
	専門学校ICT活用事例にみる必要性と効果（どう動画を活用するか？）
	11.5分

	11
	動画教材チェックリスト01
	4分

	12
	動画教材チェックリスト02
	13.5分

	13
	動画教材チェックリスト03
	4.5分

	14
	動画教材の作り方・共有方法（Googleアカウントの取得）
	8.5分

	15
	動画教材の作り方・共有方法（撮影する前にすること）
	7分

	16
	動画教材の作り方・共有方法（撮影の仕方）
	4分

	17
	動画教材の作り方・共有方法（公開と共有）
	9分


	
	参考資料としてのeラーニング教材（動画教材の作り方）　※視聴は任意
	総時間63.5分

	1
	動画を作る（はじめに）
	2分

	2
	動画を作る（動画の役割）
	5分

	3
	動画を作る（どうまとめるか？）
	6分

	4
	動画を作る（シナリオ・カンペの準備で大事なこと）
	5.5分

	5
	動画を作る（素材・資料準備）
	8.5分

	6
	動画を作る（収録のための機材）
	11分

	7
	動画を作る（収録する～撮られる先生側／撮る側の心得～）
	7分

	8
	動画を作る（編集する）
	4.5分

	9
	動画を作る（動画の共有方法）
	6.5分

	10
	動画を作る（動画の学ばせ方と学習状況の確認）
	4.5分

	11
	動画を作る（おわりに）
	3分


第4章 シラバス
前半4時間（例えば、13:30-17:30）
※「形態」列の表示　グループ…G、ペア…P、個人…個
	時間
配分
※時刻は目安
	段階
	学習活動
	形態
	教材
	教具
	指導上の留意点

	13:30
-13:32


	導入
	*研修概要の説明
*研修前半の目標確認
	一斉
	*テキスト
	*プロジェクタ、PC
	*研修概要の確認
*目標の周知
*本活動で必要な道具の確認

	13:32

-13:40

	例示・実際の問題（問題提起）・文脈
	*自己紹介
	一斉
	*テキスト
	*プロジェクタ、PC、名前プレート
	*各受講者が研修に期待することや取り上げる授業について発表し、研修で目指すところ、現時点での課題などを共有する
*30秒でベルをならし、テンポ良く進める

	13:40
-14:30
	例示

	*ICT活用研修の概要と実施方法の確認
	一斉
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式

	*プロジェクタ、PC
	*ICT活用研修資料一式の確認
*各資料の見方、使い方を確認する

	
	共同学習

	*事前課題② ICT活用研修の概要と実施方法イメージの共有
	G
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式
*教員と受講者の動きワークシート
	*プロジェクタ、PC
*ポストイット
	*事前課題②の受講者の動き、教員の動き（事前、研修中、事後）を共有する
*抜け漏れがないか確認する
*誰か一人の用紙に追加して、それぞれの動きを記入する

	
	教員の動き確認

	*ICT活用研修の概要と実施方法の確認
	一斉
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式
	*プロジェクタ、PC、書画カメラ
	*グループで確認後の動きワークシートを集め、書画カメラを使い、抜け漏れがないか確認する
*資料で、分かりづらい箇所についてクラスで検討する

	14:30
-15:35

	練習
	*グループ毎にマイクロティーチングの課題の練習
	G
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式

	*プロジェクタ、PC、書画カメラ
	*3課題の中から、担当課題をくじ引きで決める（課題：IDの説明、動画撮影のポイント、グループ代表による発表）

	
	実演
	・マイクロティーチング
	一斉
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式
	*プロジェクタ、PC、書画カメラ
*ポストイット
*模造紙
	*グループ代表者によるマイクロティーチング

	
	内省
	*実演で難しかった箇所、出来なかった箇所の確認
	一斉
	*テキスト
*ICT活用研修資料一式

	*プロジェクタ、PC
*（他グループのコメントが記載された）ポストイットが貼られた模造紙
	*マイクロティーチングより、困難箇所について方略などについて確認する
*「ICT活用研修」担当教員として自分で何を学ぶ必要があるか確認する

	15:35

-16:35

	新しい事項の導入・例示

	*事前課題①事例1と、これからのグループワークの説明
	一斉
	*テキスト
*事前課題①事例1：指導案シート&動画教材チェックリストへのフィードバックしたもの
	*プロジェクタ、PC
	*課題の概要、これからの学習活動の意図を説明
*Googleスプレッドシートへの記入方法の説明

	
	練習
	*事前課題①事例1についてのグループディスカッション
(指導案シート、動画教材に関するフィードバックの検討)
	G
	*テキスト
*Googleスプレッドシート(事前課題①事例1)

*事前課題①事例1：指導案シート&動画教材チェックリストへのフィードバックしたもの
	*プロジェクタ、PC
	*グループ内で、指導案シートNo.1&No.2と動画教材チェックリストへのフィードバックしたものを共有する
*フィードバックするポイントで合意した点、異なった点、フィードバックをする際に難しかった点をGoogleスプレッドシートに記入していく
*必要に応じ、個別に本研修講師へ質問する

	
	問題の共有と検討
	*指導案シートに対する相互評価
*Googleスプレッドシートを確認しながら、ポイントを解説
	一斉
	*テキスト

*指導案シートNo.1&No.2

*動画教材チェックリスト
*Googleスプレッドシート事前課題①事例1
	*プロジェクタ、PC
	*Googleスプレッドシートを見ながら、各グループで共通する課題、グループ毎に特徴のあるコメントなどについて一斉に検討する

	16:35

-17:25

	新しい事項の導入・例示
	*『インストラクショナルデザインの道具箱』や熊本大学「インストラクショナルデザインポータル」、eラーニングレイヤーモデルの紹介
*次の活動の説明
	一斉
	*テキスト
*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）へのコメント付け
*『インストラクショナルデザインの道具箱』
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）
	*プロジェクタ、PC
	*グループ活動のやり方と主旨を説明する
*『道具箱』やIDポータルの使い方を説明
*次の活動で使うGoogleスプレッドシートの説明


	
	練習
	*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）についてのグループディスカッション（質問項目自体の確認、質問・課題への施策としてIDツールの何が使えるか検討）
	G
	*テキスト
*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）へのコメント付け
*『インストラクショナルデザインの道具箱』
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）
	*プロジェクタ、PC
	*質問項目で追加したい項目を共有する。
*取り上げる質問を3つピックアップする。
*それらの質問に対し、どのような回答が可能か検討する
*ヒントとなるIDツールを提案する
*必要に応じ、個別に本研修講師へ質問する


	
	検討項目の共有
	*Googleスプレッドシートを確認しながら、ポイントを解説
	一斉
	*テキスト
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する）
	*プロジェクタ、PC
	*どんな質問が取り上げられたか、利用できそうなツールや理論は何か、関連する疑問やコメントを共有する

	17:25

-17:30
	まとめ
	*前半の振り返り
*後半研修の流れ
	一斉
	*テキスト
	*プロジェクタ、PC
	*前半の成果を振り返る
*後半の流れを把握する


後半3時間（例えば、9:30-12:30）
※「形態」列の表示　グループ…G、ペア…P、個人…個

	時間
配分
※時刻は目安
	段階
	学習活動
	形態
	教材
	教具
	指導上の留意点

	9:30
-9:35


	導入・活性化
	*研修後半の目標確認
*研修前半の振り返り
	一斉
	*テキスト
	*プロジェクタ、PC

	*研修概要の確認
*目標の周知
*本活動で必要な道具の確認

	9:35

-10:30

	新しい事項の導入・例示

	*事前課題①事例2と、これからのグループワークの説明
	一斉
	*テキスト
*事前課題①事例2：指導案シート&動画教材チェックリストへフィードバックしたもの
	*プロジェクタ、PC

	*課題の概要とこれからの学習活動の意図を説明
*Googleスプレッドシートへの記入方法の説明


	
	練習
	*事前課題①事例2についてのグループディスカッション
(指導案シート、動画教材に関するフィードバックの検討)
	G
	*テキスト
*Googleスプレッドシート(事前課題①事例2)

*事前課題①事例 2：指導案シート&動画教材チェックポイントへフィードバックしたもの
	*プロジェクタ、PC

	*グループ内で、指導案シートと動画チェックリストへフィードバックしたものを共有する
*フィードバックするポイントで合意した点、異なった点、フィードバックをする際に難しかった点をGoogleスプレッドシートに記入していく

*必要に応じ、個別に本研修講師へ質問する

	
	問題の共有と検討
	*指導案シートと動画教材チェックリストに関するフィードバックに対する相互評価
*Googleスプレッドシートを確認しながら、ポイントを解説
	一斉
	*テキスト

*指導案シートNo.1&No.2

*動画教材チェックリスト
*Googleスプレッドシート事前課題①事例2
	*プロジェクタ、PC

	*Googleスプレッドシートを見ながら、各グループで共通する課題、グループ毎に特徴のあるコメントなどについて一斉に検討する


	10:30
-11:30

	新しい事項の導入・例示
 
	*『インストラクショナルデザインの道具箱』や熊本大学「インストラクショナルデザインポータル」、ICT活用教育に関するWebサイトの紹介
*次の活動の説明
	一斉
	*テキスト
*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）のコメント付け
*『インストラクショナルデザインの道具箱』
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）
	*プロジェクタ、PC

	*グループ活動のやり方と主旨を説明する
*参考Webサイトなどの紹介
*次の活動で使うGoogleスプレッドシートの説明


	
	練習
	*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）についてのグループディスカッション（質問項目自体の確認、質問・課題への施策としてIDツールの何が使えるか検討）
	G
	*テキスト
*ICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）のコメント付け
*『インストラクショナルデザインの道具箱』
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）
	*プロジェクタ、PC

	*取り上げる質問を3つピックアップする。
*それらの質問に対し、どのような回答が可能か検討する
*ヒントとなるIDツールを提案する

*必要に応じ、個別に本研修講師へ質問する

	
	検討項目の共有

	*Googleスプレッドシートを確認しながら、ポイントを解説
	一斉
	*テキスト
*GoogleスプレッドシートICT活用教育で良くでる質問項目（主に動画やICTに関する）
	*プロジェクタ、PC

	*どんな質問が取り上げられたか、利用できそうなツールや理論は何か、関連する疑問やコメントを共有する
*事前課題①事例1&2およびICT活用教育で良くでる質問項目（主に授業、教育に関する&主に動画やICTに関する）と合わせて、重要なポイントは何か、研修担当教員として、自信をもってコメントするために、今後どんなことが必要かを検討する

	11:30
-12:05
	新しい事項の導入・例示
 
	*次の活動の説明
	一斉
	*テキスト
*行動変容促進コメント練習用資料
*Googleスプレッドシート行動変容促進
	*プロジェクタ、PC

	*グループ活動のやり方と主旨を説明する
*次の活動で使うGoogleスプレッドシートの説明


	
	練習
	*行動変容促進コメント練習用資料のコメント付けについてのグループディスカッション
	一斉
	*テキスト
*行動変容促進コメント練習用資料
*Googleスプレッドシート行動変容促進
	*プロジェクタ、PC

	*行動変容促進のためのコメント練習で、多かったフィードバックはなにか、受講者の実際の活用に際して課題になっていることは何か、どのようにフィードバックできそうか、検討する
*検討内容をGoogleスプレッドシートに記入していく
*必要に応じ、個別に本研修講師へ質問する

	
	検討項目の共有
	*Googleスプレッドシートを確認しながら、ポイントを解説
	一斉
	*テキスト
*Googleスプレッドシート行動変容促進
	*プロジェクタ、PC

	*行動変容を促進するために、どんな課題や障害がありそうか、課題解決のためにどのような提案ができそうか、行動変容に関連する疑問やコメントを共有する

	12:05
-12:30
	まとめ
内省
	*研修の振り返り
	一斉
	*テキスト
	*プロジェクタ、PC
	*研修を受講して感じたこと、質問を受講者に発言してもらう

	
	内省
	*自己評価とアクションプラン
	個
	*テキスト
*アクションプランシート
*自己評価シート(ルーブリック評価)
	*プロジェクタ、PC
	*自己評価を実施。自己評価では、ルーブリックを使って、現在のレベルを記入し、次のステップに移行するために何をすればよいか検討
*アクションプランを作成。これから1ヶ月「ICT活用研修担当教員」として何をしようと考えているか記入、具体的な計画を立てる
※この時間帯で完成しない場合は、最終課題とする

	
	事務連絡
	*アンケート実施
*受講証書授与
	個
	*テキスト
*アンケート
*受講証書
	*プロジェクタ、PC
	*アンケートを実施する
*受講証書を授与する


第5章 サーティフィケート
（「ICT活用研修」担当教員育成研修 受講証書）
受　講　証　書
○○　○○　殿　　
令和○年度「ICT活用研修」担当教員育成研修を受講したことを証します
　　 開催日程 20XX年XX月XX日（X）13:30-17:30
　　 　　　　 20XX年XX月XX日（X）9:30-12:30
　　 総時間   7時間 
20XX年XX月XX日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般社団法人　全国専門学校教育研究会　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　○○　○○
第6章 研修会場マニュアル
	機材、設備

	1 講師用ノートPC（スライド投影用）1台
2 プロジェクタ1台、スクリーン1台
3 書画カメラ1台
4 タイマー1個
5 ホワイトボード1台、ホワイトボードマーカー（赤黒青を1本ずつ）
6 Wifi（最大30台同時接続可能かを確認する）
7 マイクとスピーカー（広い教室の場合）
8 対面研修用の教室（1教室、島形式のレイアウト）
9 グループ用テーブルと椅子　※1グループ4名を想定、人数分用意
10 電源、延長コード（受講者数に応じて必要数用意する）
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